
山
Ｔ

延
行

条

里
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
山
口
県
下
関
市
大
字
伊
倉
ほ
か

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）

一
一
月
―
二
〇
〇
二
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
下
関
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
濱
崎
真
二

・
藤
川
貴
和

５
　
遺
跡
の
種
類
　
条
里
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
旧
石
器
時
代
１
現
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

廷
行
条
里
遺
跡
は
、
綾
羅
木
川
下
流
域
の
沖
積
低
地
に
広
く
分
布
す
る
後
期

旧
石
器
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
複
合
遺
跡
で
あ
る
。
調
査
対
象
地
の
伊
倉
地
区

は
綾
羅
木
川
南
岸
域
に
あ
た
り
、

火
の
見
山
山
麓
北
辺
の
沖
積
平

野
部
に
位
置
す
る
。
現
在
の
標

高
は
約
ニ
ー
五
ｍ
で
あ
る
。
発

掘
調
査
は
、
土
地
区
画
整
理
事

倉

業
の
施
工
に
伴
い
、
下
関
市
教

小

育
委
員
会
が

一
九
九
八
年
度
か

知

ら
四
カ
年
計
画
で
実
施
し
た
。

検
出
し
た
遺
構
の
主
体
は
条

里
お
よ
び
水
田
関
係
遺
構
で
あ
る
が
、
隣
接
す
る
決
積
台
地
上
に
立
地
す
る
伊

倉
遺
跡
と
の
境
界
部
で
は
、
後
世
の
土
地
開
発
に
伴
う
造
成
上
中

（
一
部
は
条

里
に
伴
う
道
路
遺
構
造
成
上
）
か
ら
、
大
量
の
弥
生
時
代
遺
物
が
出
土
し
た
。

水
田
関
係
遺
構
と
し
て
は
、
同

一
方
位
な
が
ら
規
格
を
異
に
す
る
平
安
時
代

後
期
以
降
の
複
数
の
条
里
地
割
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
砂
丘
形
成

な
ど
の
要
因
に
よ
り
、　
一
時
的
な
断
絶
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、　
一
部
は
現
在

ま
で
踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

一　
Ｉ
地
区

（二
〇
〇
〇
年
度
）

中
世
後
期
ま
で
踏
襲
さ
れ
た
条
里
坪
界
上
に
位
置
す
る
と
み
ら
れ
る
東
西
畦

畔
が
近
世
以
降
廃
絶
し
、
現
在
ま
で
に
踏
襲
さ
れ
る
新
た
な
土
地
区
画
が
つ
く

ら
れ
た
状
況
を
確
認
し
た
。
付
け
替
え
ら
れ
た
東
西
畦
畔
に
伴
う
溝
の
基
底
部

か
ら
は
、
稲
の
品
種
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
付
札
木
簡
が
出
土
し
た
。

一
一　
Ｋ
地
区

（二
〇
〇
一
年
度
）

推
定
条
里
坪
界
に
重
な
る
現
畦
畔
の
下
層
に
お
い
て
、
平
安
時
代
後
期
以
降

の
畦
畔
が
断
続
的
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
木
簡
は
こ
の
初
現

畦
畔
の
基
底
直
下
か
ら
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　

Ｉ
地
区

ω

　

「
三
保
錦
　
四
斗
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ卜笑
８
為

ｏｇ



2002年出上の木簡

二
葉
松
類
の
板
目
材
で
、
中
央
部
に
て
縦
に
二
片
に
割
損
す
る
が
、
ほ
ぼ
完

存
す
る
。
上
端
は
切
り
折
り
。
側
面
は
削
り
、
さ
ら
に
小
さ
く
面
取
り
を
施
し

て
い
る
が
、
両
側
面
と
も

一
部
損
傷
し
て
い
る
。
下
端
は
切
断
。
表
面
は
小
さ

な
波
状
の
削
り
調
整
。
裏
面
は
や
や
荒
い
削
り
調
整
。
三
保
錦
と
い
う
品
種
の

稲
の
種
級
に
伴
う
付
札
か
。

ス
ギ
の
柾
目
材
で
、
頭
部
の
状
況
は
比
較
的
良
好
で
あ
る
。
両
端
よ
り
小
さ

く
切
り
欠
く
。
下
部
は
折
損
し
て
い
る
。
側
面
は
わ
ず
か
に
欠
損
す
る
。
表
面

に
は

「扇
」
の
文
字
が
み
え
、
扇

（檜
一扇
か
）
の
地
方

へ
の
伝
搬
に
伴
う
付
札

か
。
ま
た
、
続
く
文
字
を

「田
」
と
し
、
「扇
田
」
と
み
れ
ば
、
火
の
見
山
山

麓
の
扇
状
地
に
開
か
れ
た
水
日
の
土
地
呼
称
と
も
と
れ
る
。
裏
面
の

「七
斗

升
」
は
分
量
を
示
す
と
考
え
ら
れ
、
併
せ
て
収
穫
さ
れ
た
穀
物
の
付
札
と
考
え

ら
れ
る
。
条
理
出
現
期
の
畦
畔
直
下
か
ら
の
出
土
を
考
慮
す
れ
ば
、
地
域
の
古

代
水
田
開
発
の
状
況
を
示
す
貴
重
な
文
字
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
元
山
口
大
学
の
人
木
充
氏
、
奈
良
文
化
財
研

究
所
の
馬
場
基
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（濱
崎
真
二
）
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